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水分子と地球環境
の“つながり”

本堂 武夫

北海道大学
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水分子が作る四面体

O

104.52°

O
HH

四面体角：109.47°

氷の結晶構造：四面体の積み重ね

分子レベルで“すき間”が多い！
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氷は分子レベルで“すき間”が多い固体水より密度が小さい → 水に浮く

アイスアルジー
（藻）
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もっと、すき間の多い構造

水分子の “かご”
（クラスレート構造）

気体分子

クラスレートハイドレート

（ガスハイドレート）

気体
圧力（気圧）

０ ℃付近で生成するため
に最低限必要な圧力

温度(℃) 

1 気圧の下で生成するの
に必要な低温

ガスハイドレート

に最低限必要な圧力 に必要な低温

アルゴン（Ar） 87 -124

酸素（O2） 109 -120

窒素（N2） 141 -126

メタン（CH ）メタン（CH4） 25.4 -78.7

二酸化炭素（CO2） 12.6 -55.0
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富士山

空気の“化石”
大昔の大気組
成が分かる！

グリーンランド氷床コアで発見されたガスハイドレート

発見者：庄子 仁（現 北見工業大学）、Nature 1982
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ガスハイドレート
（メタン他の天然ガス）

(1) エネルギー資源:  ≈1016 m3 CH4 gas,    ≈1019 g C

(2) 工業利用

“かご”に天然ガス

メタンハイドレート: 燃える氷!- 天然ガスの貯蔵と輸送 (cf. LNG)
- 分離 (例、海水から真水)

(3) 災害の懸念

- 海洋底にあるガスハイドレートの崩
壊.

(4) 気候変動(4) 気候変動

- 温室効果気体の大気中への放出.

おわりおわり


